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令
和
６
年
度
の
定
期
総
会
が
、令
和
６
年
５
月
30
日（
木
）石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。審
議

の
結
果
、す
べ
て
の
議
案
の
ご
承
認
を
い
た
だ
き
、令
和
６
年
度
の
組
織
運
営
、事
業
計
画
の
基
本
方
針
が
決
ま
り
ま
し
た
。

本
年
度
の
主
題
、
事
業
計
画
の
基
本
方
針
な
ど
決
ま
る

��

宇
田
直
人
会
長
　
ほ
か
新
役
員
承
認

宇
田
直
人
会
長
　
ほ
か
新
役
員
承
認

　

１
月
１
日
、
能
登
地
方
を
震
源
と
す
る
令
和
６
年

能
登
半
島
地
震
に
お
い
て
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
、

心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日

も
早
い
復
興
・
復
旧
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。
私
は
先
日
開
催
さ
れ
ま

し
た
令
和
６
年
度
定
期
総
会
に
て
ご
承
認
を
い
た
だ

き
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
石
川
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会

長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一

年
間
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
日

頃
よ
り
、
石
川
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
活
動
に
対
し
て
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

能
登
半
島
地
震
後
の
皆
さ
ま
の
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
コ
ロ
ナ
禍
も
よ
う
や
く
落

ち
着
き
、
少
し
ず
つ
以
前
の
よ
う
な
教
育
環
境
に
戻

り
つ
つ
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
の
能
登
半
島
地
震
。
私
た
ち

Ｐ
Ｔ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
も
さ
ら
に
大
き
く
変
わ
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。
学
校
行
事
と
し
て
の
運
動
会
や

宿
泊
を
伴
う
合
宿
、
修
学
旅
行
等
は
こ
れ
ま
で
の
よ

う
に
実
施
は
さ
れ
て
は
い
ま
す
が
、学
校
に
よ
っ
て
は
、

規
模
を
縮
小
し
た
り
、
日
程
を
短
縮
し
た
り
と
、
以

前
の
よ
う
な
形
に
戻
っ
た
と
は
い
え
な
い
学
校
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
能
登
半
島
地
震
に
よ
っ
て
、
運
動
会

は
運
動
場
が
使
え
ず
、
体
育
館
で
行
っ
た
学
校
も
あ

る
よ
う
で
す
。Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
も
以
前
と
同
じ
で
は
な
く
、

今
現
在
の
実
態
に
合
っ
た
形
に
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
の
主
題
（
テ
ー
マ
）
で
す
が
、
一
昨

年
度
よ
り
掲
げ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
「
大

人
が
自
ら
学
び
、
行
動
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち

を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
対
応
し
よ
う
！
」
を
継

続
・
充
実
・
発
展
さ
せ
て
い
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

社
会
の
情
勢
が
、
予
想
も
し
な
い
よ
う
な
形
に
変
わ
っ

て
い
っ
て
い
く
中
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
に

も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
自
身

が
自
ら
学
び
、
そ
の
変
化
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
、
健
全
な
育
成
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
や
能
登
半
島
地
震
に
よ
っ
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
に
停
滞
が
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。

ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
存
在
意
義
が
問
わ
れ
て
い
る
よ
う

な
報
道
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
私

た
ち
は
来
年
の
令
和
７
年
（
２
０
２
５
年
）
８
月
、
日

本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会
石
川
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

そ
の
た
め
の
実
行
委
員
会
設
立
総
会
も
６
月
８
日
に

行
い
、
石
川
大
会
の
成
功
に
向
け
て
、
大
会
気
運
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
一
度
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
令
和
の
時
代
に
応
じ
た

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
再
構
築
を
皆
さ
ま
と
と
も
に
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
石
川
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
は

常
に
組
織
の
存
在
意
義
を
考
え
な
が
ら
、
皆
さ
ま
に

県
の
連
合
会
組
織
と
し
て
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を

生
か
し
た
、
学
び
の
場
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
私
た
ち

大
人
も
共
に
学
び
成
長
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

石
川
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

�

会
長　
宇
田　
直
人

有害情報から
子どもたちを
守るために

保
護
者
は
、
子
ど
も
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
端
末
の
所
持
や
利
用
に
関
し
て
責
任
を
持
ち
、「
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ
」や「
ペ
ア
レ
ン
タ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」を
設
定
し
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
便
性
や
危
険
性
等
を
話
し
合
い
、子
ど
も
と
一
緒
に
ル
ー
ル
を
つ
く
り
、

守
り
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
端
末
の
利
用
時
間
は
、夜
９
時
ま
で
を
基
本
と
し
ま
し
ょ
う
。

 １　主題 １　主題
「�大人が自ら学び、行動することで、子どもたちを

取り巻く環境の変化に対応しよう！」
 ２　主題・基本方針及び活動努力目標の設定について ２　主題・基本方針及び活動努力目標の設定について
⑴目指すＰＴＡの姿
　�　私たちが日々取り組むＰＴＡ活動は、我々のお爺ちゃんやお
婆ちゃんの時代から続く、無くてはならない大切な活動ですが、
少子化が進み、共働きの家庭が増える中で、使えるお金や時間、
更には担い手が限られるようになってきました。新型コロナウ
イルスの蔓延が収まる中、少しずつ活動が再開されてきました
が、これを良い機会と捉え、活動内容や行事・イベントの開催
自体を見直すことが重要です。見直す際に大切な視点は子ども
たちにとって本当に必要な活動かどうかであり、前年を踏襲す
る必要はありません。
　�　このような社会の急激な変化に伴い、今までの経験だけでは
通用しない状況にあっても、謙虚に学び行動することによって、
子どもたちを取り巻く環境の変化に対応できるのではないで
しょうか。
　�　限られた期間ではありますが、ＰＴＡは子どもたちのために、
自ら学び、行動することを経験できる組織だと考えます。ＰＴ
Ａ活動に取り組むことによって、私たち大人も子どもたちと一
緒に成長していきましょう。
　�　そのために、県下275単位ＰＴＡと一緒に成長する機会を提

供する、そのような石川県ＰＴＡ連合会の運営を心掛けていき
たいと考えています。
⑵�　単位ＰＴＡや地区協議会、連合組織のあり方が問われる中、
少しでも時代に合致した、組織の存在意義が感じられる運営に
努めたいと考えています。
　�　県組織ならではのスケールメリットが生かせる活動を目指し
ます。まずは、国、県レベルの教育行政に関わる有益な情報の
フィードバックや市町Ｐ連の情報交換や情報共有の場を提供し、
研修事業を行います。（日本ＰＴＡ全国協議会の各種事業への参
加や理事会、役員会の開催、県ＰＴＡ大会の開催等。本年の全
国大会は川崎市で開催されますが、令和７年度に石川で開催予
定の全国大会の調査・研究の機会として捉えています。）また、
教育委員会、教職員との情報交換や交流を通して先生方を応援
する環境づくり、「真のＰＴＡ」として先生方とともに子どもた
ちを見守る環境づくりのお手伝いをしたいと考えています。

 ３　基本方針 ３　基本方針
⑴　緊密な連携の推進（連携する）
　�　ＰＴＡの全県組織として、家庭、学校、地域における教育の
本来の目的を追求し、その実現のために市町ＰＴＡ連合会・協
議会や関係諸団体と連携を深める。
⑵�　時代に適合したＰＴＡ活動の推進（適合する）
　�　ＰＴＡの全県組織として、単位ＰＴＡの会員とともに時代に
適合したＰＴＡ活動を創造する。
⑶�　組織の充実と健全な財政の確立（持続する）
　�　ＰＴＡの全県組織として、必要な事業を行うとともに、その充

実を図るため、組織の充実整備とより健全な財政基盤を確立する。

 ４　活動努力目標 ４　活動努力目標
　�　全県組織としてのスケールメリットを最大限に生かし、５専
門委員会の活動を通して、基本方針を推進する。

⑴　総務委員会
　①�　石川県ＰＴＡ連合会・安全会の発展のために、組織・資産・
運営の充実整備を推進する。

　②�　会員の減少を見据え、将来の石川県ＰＴＡ連合会の組織の
あり方について検討を進める。

　③�　市町Ｐ連等とＰＴＡ活動の情報を共有するなど連携に努め
る。

　④�　「小中学生総合保障制度」の適正な運用に努める。
⑵�　研修委員会
　①�　学校の教育方針の理解を深め、地域の関係機関と協力しな
がら、よりよい教育環境の充実や教育活動への積極的な支援
を推進する。

　②�　保護者としてまたＰＴＡ会員としての資質向上を図るため、
研修会や研究発表会等の企画･運営に努める。

⑶�　子ども教育環境委員会
　①�　ネット社会が引き起こすさまざまな問題から子どもたちを
守るために、ケータイ・スマホ・タブレット端末等の情報モ
ラルを子どもたちに身につける取り組みを進める。

　②�　関係機関と連携し、子ども達の安全･安心の地域づくりの
ための取り組みを推進する。

　③�　啓発活動、講演会、三行詩コンクールなどの企画運営を通

じて、子どもたちが豊かな心を育む環境づくりを推進する。
⑷　いしかわネットワーク委員会
　①�　ＰＴＡ活動（日本Ｐ協、県Ｐ連、市町Ｐ連等）に関する情報・
資料の収集を行い、ホームページや広報紙の活用等により情
報発信する。

　②�　広報紙コンクールや広報紙の展示などを通して、単位ＰＴ
Ａの広報活動が活性化するよう支援する。

　③�　連合会の活動が速やかに届くような情報ネットワークの調
査・研究を行う。

（５）家庭教育委員会
　①�　子育ての原点は家庭であることを再認識し、基本的生活習
慣、他者に対する思いやりや優しさ、善悪の判断などは家庭
が責任者であることを共通認識とし家庭の教育力の向上を目
指す。

（６）その他
　①�　ＰＴＡ活動を通して、能登半島地震の復旧復興への支援活
動を行う

　②�　日本ＰＴＡ全国研究大会開催に向けての調査・研究・準備
を進める。

　③�　改正された「いしかわ子ども総合条例」念頭に、それを踏
まえた取り組みを進める。

　④�　「ＳＤＧｓ」「ＬＧＢＴＱ」「ウェルビーイング」に対する理
解を深めていく。

　⑤�　交通事故や自然災害により子どもたちの安心・安全といっ
た生活環境が脅かされており安全啓発活動や子どもたちや保
護者を勇気づける支援活動を行う。

令和６年度
主題・基本方針・活動努力目標（案）

あ
い
さ
つ

令
和
６
年
度　

令
和
６
年
度　

定
期
総
会

定
期
総
会    

開
催
開
催

福祉型ビジネススクール
障がい者ビジネススクール

〒920-0854
金沢市安江町1番1号　グランドパレス武蔵ヶ辻1階
TEL：076-254-0962　FAX：076-254-0963
Web：https://schola2012.jp
Mail：kanazawabs2022@gmail.com
金沢市指定障害福祉サービス事業所：1710105717　就労移行支援事業と自立（生活）訓練事業による多機能型事業所

■１８歳（高校卒業）からご入学・ご利用可能

■国の障害福祉サービスで入学金・授業料なし
　※世帯所得により自己負担額が生じる場合があります

■通学型と在宅型、通学と在宅型の併用でのご利用可能

社会人・職業人としての力を育み、ハイクラスな就職を目指す「進学先」として、選ばれています
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Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
研
修
資
料

「
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

～
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
に
向
け
て
～
」

�

に
つ
い
て

　

石
川
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
で
は
、 「
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い　
～
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

実
現
に
向
け
て
～
」
に
続
き
、
昨
年
度

「
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と　
～
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
実
現
に
向
け
て
～
」
を
制
作
い
た

し
ま
し
た
。

　

３
つ
の
内
容
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

● �

輪
島
市
東
山
で
里
山
の
自
然
体
験
の

場
を
提
供
す
る
活
動
の
取
組
み

● �

金
沢
市
片
町
で
清
掃
活
動
に
取
り

組
む
活
動
「
夢
拾
い
」

● �

白
山
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
セ
ク

シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
教
育
講
演
会

　
各
市
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
に
D
V
D
を

お
渡
し
し
て
お
り
ま
す
。
市
町
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
で
、
ま
た
各
単
Ｐ
で
の
研
修
会

に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

　

来
年
度
の
令
和
７
年
８
月
22
日
（
金
）
～
23

日
（
土
）
に
、
石
川
県
で
開
催
予
定
の
第
73
回

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会
石
川
大
会
実
行
委

員
会
設
立
総
会
が
、
令
和
６
年
６
月
８
日
（
土
）

14
時
よ
り
、
公
益
社
団
法
人
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国

協
議
会
の
後
藤
豊
郎
会
長
を
来
賓
に
お
迎
え
し
、

金
沢
市
の
教
育
プ
ラ
ザ
富
樫
に
お
い
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
設
立
総
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
協

議
を
重
ね
準
備
し
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
、
出

席
者
の
皆
さ
ま
に
提
示
し
、
共
通
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

　

先
に
開
催
さ
れ
た
令
和
6
年
度
第
1
回
理
事

会
、
定
期
総
会
で
す
で
に
全
国
大
会
開
催
と
、

そ
の
準
備
を
進
め
る
た
め
の
実
行
委
員
会
設
立

の
ご
承
認
は
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
令
和

六
年
能
登
半
島
地
震
の
状
況
を
ふ
ま
え
、
改
め

て
大
会
開
催
の
意
義
、
ど
の
よ
う
な
大
会
に
し

て
い
き
た
い
か
、
そ
の
た
め
の
準
備
の
進
め
方

等
に
つ
い
て
、
宇
田
会
長
か
ら
お
話
し
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

石
川
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
で
は
、
持
続
可
能
な

社
会
づ
く
り
を
念
頭
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て

の
学
び
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。
一
昨
年
度

よ
り
重
点
的
活
動
に
位
置
付
け
、
単
Ｐ
役
員
研

修
会
の
開
催
、
ま
た
研
修
会
資
料
の
作
成
に
取

り
組
ん
で
き
て
い
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
社
会
を
将
来
の
世
代
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
、
全
国
大
会
開
催
に
あ
た
っ
て
も

私
た
ち
は
そ
れ
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
震
の
被
災
状
況
も
ふ
ま
え
、
自
分

た
ち
に
で
き
る
大
会
の
規
模
、
分
科
会
の
設
定
、

�

令
和
６
年
４
月
９
日
（
火
）
15
時
よ
り

　

公
益
社
団
法
人
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会

で
は
、「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
」
に
よ
り

被
災
し
た
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
支
援
等

の
た
め
に
、
１
月
12
日
よ
り
支
援
金
の
募
金
活

動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
３
月
22
日
時
点
で
約

四
千
五
百
万
円
が
集
ま
り
、
４
月
９
日
に
石
川

県
文
教
会
館
会
議
室
に

て
、
石
川
県
、
富
山
県
、

新
潟
県
、
新
潟
市
の

各
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
に
対

し
、
そ
の
分
配
さ
れ
た

支
援
金
の
目
録
が
、
日

本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会

の
後
藤
豊
郎
会
長
よ
り

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
の
冒
頭
、
後
藤
会
長
か
ら
能
登
半
島
地
震

に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の
お
見
舞
い
と
、
一

日
も
早
い
復
興
復
旧
を
願
っ
て
い
ま
す
と
の
お

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
石
川
県
の
宇
田
会

長
か
ら
は
、
県
内
小
中
学
校
の
様
子
や
県
内
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ま
で
い
た
だ
い
て
い
た
支
援
金
の
活
用

に
つ
い
て
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い

く
つ
か
の
例
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

・�

被
災
し
避
難
し
た
中
学
生
に
対
し
て
行
っ
た
映
画

鑑
賞
会
や
新
幹
線
試
乗
会

・�

被
災
地
に
あ
る
学
校
に
対
し
て
印
刷
機
の
提
供

・�

学
校
校
舎
内
に
教
職
員
の
簡
易
居
住
ス
ペ
ー
ス
の

設
置

・�

被
災
に
よ
る
修
学
旅
行
ル
ー
ト
変
更
に
伴
う
費
用

負
担
増
へ
の
対
応

・�

わ
く
ワ
ー
ク
体
験
を
地
元
か
ら
金
沢
市
内
へ
変
更

し
た
際
の
バ
ス
移
動
対
応

公益社団法人 日本 PTA 全国協議会
後藤豊郎 会長

石川県 PTA 連合会
宇田直人 会長

第
73
回
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会
石
川
大
会

�

実
行
委
員
会
設
立
総
会

大
会
日
程
等
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

8
月
22
日
（
金
）
は
分
科
会
、
23
日
（
土
）

に
全
体
会
を
行
い
ま
す
。
現
時
点
で
は
、
分
科

会
を
県
内
複
数
箇
所
で
開
催
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
ま
す
。

　

日
Ｐ
の
理
事
会
承
認
の
手
続
き
を
経
て
、
正

式
発
表
と
な
り
ま
す
。
今
後
、
そ
の
状
況
に
つ

き
ま
し
て
も
、
適
宜
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

い
よ
い
よ
来
年
度
に
迫
っ
て
き
た
石
川
大
会
。

自
分
た
ち
に
と
っ
て
も
、
ま
た
全
国
か
ら
の
参

加
者
の
と
っ
て
も
、「
参
加
し
て
よ
か
っ
た
、
次

に
つ
な
が
る
学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。」
と

実
感
で
き
る
大
会
と
な
る
よ
う
、
石
川
県
内
す

べ
て
の
会
員
の
皆
さ
ま
の
力
を
合
わ
せ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
」

支
援
金
目
録
贈
呈
の
会
が

あ
り
ま
し
た

ほけんのプロ集団。

【金沢オフィス】
〒921-8163  石川県金沢市横川7丁目50番1  ハナビル横川8F
TEL 076-220-6557　FAX 076-220-6558

セーフティゲート

〒921-8116
金沢市泉野出町3丁目11番3号
NSビル3階

076-259-5372TEL 

体験受付は本部まで

でで運動＋学習運動＋学習運動＋学習運動＋学習

児童発達支援事業
放課後デイサービス プラスグループ

株式会社ING

info@plus-group.jp

各教室無料体験受付中

各教室無料体験受付中

すまいるプラスみなみ教室 TEL 076－244－5880TEL 076－244－5880
すまいるプラスのまち教室 TEL 076－244－2112

すまいるプラスひきだ教室 TEL 076－253－2388TEL 076－253－2388
すまいるプラスののいち教室 TEL 076－227－8808TEL 076－227－8808
すまいるプラスたかお教室 TEL 076－220－7543TEL 076－220－7543

放課後プラスえきにし教室 TEL 076－282－7080TEL 076－282－7080
放課後プラスいずみの教室 TEL 076－245－0322TEL 076－245－0322

運動療育

個別指導型学習支援

笑顔
とやる

気を育てます！

笑顔
とやる

気を育てます！

https://plus-group.jp/
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ジ
ー
（
Ｉ
Ｔ
）
を
利
用
し
て
事
業
の
業
績
や
対

象
範
囲
を
根
底
か
ら
変
化
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、

教
育
も
同
様
に
変
化
が
求
め
ら
れ
、
私
た
ち

自
身
の
意
識
改
革
が
必
要
だ
と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
千
葉
県
流
山
市
の
取
り
組
み
や
実
際

に
あ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
の
Ｉ
Ｔ
活
用
事
例
を
具
体
例

と
し
て
紹
介
さ
れ
な
が
ら
お
話
し
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

講演者　野水克也サイボウズ株式会社フェロー

　

休
憩
を
は
さ
ん
で
後
半
は
「
８
つ
の
中
学
生

の
タ
イ
プ
か
ら
自
分
の
昔
に
似
た
自
分
を
選

び
、
現
代
の
中
学
生
に
な
っ
た
つ
も
り
で
、
ど

う
い
う
教
育
を
受
け
て
み
た
い
か
童
心
に
戻
っ

て
考
え
る
」
と
い
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
、
近

く
に
い
る
５
人
で
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
話
を
し

ま
し
た
。
役
員
の
皆
さ
ん
、
童
心
に
戻
っ
た
よ

う
に
笑
顔
で
楽
し
そ
う
に
お
話
し
す
る
姿
が

印
象
的
で
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
後
に
は
、
野
水
さ
ん
と

宇
田
会
長
が
座
談
会
風
に
野
水
さ
ん
の
講
演

テ
ー
マ
「
子
供
は
地
域
が
育
て
る
」
こ
と
に
つ

い
て
討
論
を
行
い
、
研
修
会
の
ま
と
め
を
し
ま

し
た
。

　

研
修
会
の
前
半
、
サ
イ
ボ
ウ
ズ
株
式
会
社

フ
ェ
ロ
ー
の
野
水
克
也
さ
ん
か
ら
「
子
供
は
地

域
が
育
て
る　

～
新
し
い
教
育
チ
ー
ム
の
あ

り
方
～
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
ず
は
「
学
び
」
と
は
何
か
、
学
ぶ
こ
と

の
意
味
や
ゴ
ー
ル
に
つ
い
て
の
問
い
直
し
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
野
水
さ
ん
は
、
学
ぶ
こ
と
は

「
生
き
抜
く
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
」「
幸
せ
に

生
き
る
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
こ
と
」
と
す
れ

ば
、
Ａ
Ｉ
が
進
化
し
て
い
る
今
の
教
育
で
は
あ

る
が
、
ま
だ
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
て
い
な
い
部

分
が
あ
る
こ
と
、
集
合
画
一
教
育
で
地
域
格
差

が
あ
る
と
い
う
現
実
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ

こ
で
、Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
が
必
要
で
、
Ｉ
Ｔ
が
私
た
ち
の
生
活

に
浸
透
し
て
き
て
い
る
今
、
企
業
が
テ
ク
ノ
ロ

�

令
和
6
年
７
月
６
日
（
土
）

　

文
教
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
令
和
６
年
度
の
単

Ｐ
役
員
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
研
修
会
は
県
内
の
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
お
い
て

指
導
的
立
場
に
あ
る
会
員
が
一
堂
に
会
し
、
当

面
す
る
教
育
課
題
を
理
解
し
情
報
を
共
有
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
指
導
者
と
し
て
の
資
質
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
研
究
主
題
で
あ
る
「
大
人
が
自
ら

学
び
、
行
動
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
を
取

り
巻
く
環
境
の
変
化
に
対
応
し
よ
う
！
」
の
具

現
化
の
た
め
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
ど
の
よ
う
に

関
わ
れ
ば
よ
い
か
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
年
度
石
川
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
役
員
の

宇
田
会
長
を
は
じ
め
副
会
長
5
名
が
、
石

川
県
教
育
委
員
会
の
北
野
教
育
長
に
表
敬

訪
問
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
新
役
員
紹
介
や
石
川
県
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
の
今
年
度
の
事
業
説
明
と
と
も

に
、
い
よ
い
よ
来
年
度
と
な
っ
た
日
本

P
T
A
全
国
研
究
大
会
石
川
大
会
に
つ
い

て
の
概
要
説
明
と
、
石
川
県
教
育
委
員
会

か
ら
の
ご
協
力
に
つ
い
て
も
お
願
い
し
て

き
ま
し
た
。

単
Ｐ
役
員
研
修
会

開
会
行
事

・
開
会
の
挨
拶

　
石
川
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

�

宇
田
直
人 

会
長

・
来
賓
の
祝
辞

　
石
川
県
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

�

岩
木
智
子 

課
長

・
来
賓
紹
介

・
事
業
説
明

　

�

石
川
県
教
育
委
員
会
よ
り
、
今
年
度
の

施
策
に
つ
い
て

　

�

石
川
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
よ
り
、
今
年
度

の
事
業
に
つ
い
て

講
演
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
座
談
会

　

講
演
者
　
サ
イ
ボ
ウ
ズ
株
式
会
社

�

フ
ェ
ロ
ー 

野
水
克
也 

氏

　
テ
ー
マ

　「
子
供
は
地
域
が
育
て
る

�

～
新
し
い
教
育
チ
ー
ム
の
あ
り
方
～
」

県教育長
表敬訪問

令和６年６月３日（月）

☎ 076-252-8881
全珠連　石川県支部

お
問
い
合
わ
せ

全国珠算教育連盟 石川県支部

見学・体験学習受付中
令和6年10月20日(日)に「全日本通信珠算競技大会 石川県大会」が開催されます

最新情報を 
配信中です！
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発
行
日
：
令
和
6
年
7
月
12
日　
　
　

発
行
所
：
金
沢
市
尾
山
町
10
ー
5 

石
川
県
文
教
会
館
内　

石
川
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会　
　
　

電
話
：（
0
7
6
）
2
6
1

−

3
8
8
7　
　
　

発
行
者
：
宇
田　

直
人　
　
　

印
刷
：
㈱
山
越

■総務委員会
［�規約、主題、総会、理事会、役員会、安全会、表彰、総合保障制度、
全国研究大会　他］

・委 員 長 泉　　博之
・副委員長 石郷岡信二
・専門委員 笠松　雅美（県教委生涯学習課・課長補佐）
・委 員 田村　義彦（小松市）

山岸　敬広（野々市市）
相羽　大輔（金沢市）
谷内山　誠（志賀町）
北野　浩志（能登町）

■研修委員会
［研修会、教育課題、教育懇談会　他］

・委 員 長 松本　亘市
・副委員長 田中　順也

河村　真吾（県校長会）
・専門委員 東原　修身（県教委学校指導課・担当課長）
・委 員 照田　浩二（加賀市）

高木　伸安（七尾市）
山田　忠和（輪島市）

■子ども教育環境委員会
［�教育環境整備、人権・安全教育、いじめ・不登校・児童虐待問題、ネッ
トキャラバン隊、課題別研究指定、三行詩コンクール、地域連携　他］

・委 員 長 増野　裕之
・副委員長 泉　　卓磨
・専門委員 新谷　貴晴（県教委生涯学習課・課参事）

上野　洋平（県教委学校指導課・指導主事）
・委 員 池田　虎三（川北町）

清水　研吾（羽咋市）
大橋　舞子（中能登町）
谷中　勝久（珠洲市）
神農　幸子（県校長会）

■いしかわネットワーク委員会
［広報活動、情報公開、ホームページ、広報紙コンクール　他］

・委 員 長 木村　知巳
・副委員長 二木　喜光
・専門委員 小網　達也（県教委生涯学習課・専門員）

前田　尚毅（技術専門委員）
・委 員 川嶋　　猛（能美市）

中居　憲吾（内灘町）
中村　晴美（津幡町）
遠田　大輔（かほく市）
中村伸之介（宝達志水町）

■家庭教育委員会
［研修会、家庭教育課題、地域PTA家庭教育学級との連携　他］

・委 員 長 松川　千絵
・専門委員 中江　　転（県教委生涯学習課・専門員）
・委 員 北嶋　将光（白山市）

中川　美里（穴水町）

（加賀市） 入野　千里 （小松市） 江畑いずみ
（能美市） 居村　直美 （川北町） 所　　尚子
（白山市） 宮井　甚一 （野々市市） 田野　友里
（金沢市） 竹森　祐子 （内灘町） 矢花　ルミ
（津幡町） 柳谷　生樹 （かほく市） 道村　正紀
（宝達志水町） 中村　綾子 （志賀町） 宮﨑　友美
（羽咋市） 室屋　千春 （中能登町） 宮本すみれ
（七尾市） 山本　朝美 （穴水町） 近藤　純実
（能登町） 坂東橋　幸 （輪島市） 田中美奈子
（珠洲市） 地原　直人

編

集

後
記

　

こ
の
春
か
ら
事
務
局
の
お
仕

事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
慣
れ
な
い
こ

と
ば
か
り
で
、
会
員
の
皆
さ
ま

に
ご
迷
惑
を
か
け
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
心
苦
し
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

通
常
の
事
務
は
当
た
り
前
と

し
て
、
令
和
７
年
度
の
日
本

P
T
A
全
国
研
究
大
会
石
川
大

会
の
成
功
に
向
け
、
そ
し
て
、

能
登
半
島
地
震
へ
の
極
め
細
か

で
迅
速
な
対
応
に
も
全
力
で
任

に
あ
た
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

石
川
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
安
全
会
の

�

紹
介

　

石
川
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
安
全
会

は
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
に

関
す
る
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
各
学
校
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
が
安
心
し
て
豊
か
な
活

動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
万
一
の
け
が
等
の
補

償
を
す
る
制
度
を
運
営
し
て

い
ま
す
。
ま
た
「
ほ
っ
と
基

金
」
に
よ
る
見
舞
金
給
付

事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

追 

記

令和６年度　石川県ＰＴＡ連合会・安全会　役員　監事　理事

令和６年度　専門委員会 構成（案）

市町P連 所属ＰＴＡ 名　　前
会　長 金沢市 兼六中 宇田　直人
副会長 小松市 芦城小 石郷岡信二

川北町 川北中 田中　順也
白山市 美川小 二木　喜光
金沢市 北鳴中 松川　千絵
金沢市 浅野川中 泉　　博之
かほく市 金津小 松本　亘市
志賀町 志賀中 泉　　卓磨
七尾市 七尾東部中 木村　知巳
穴水町 穴水中 増野　裕之

県校長会 朝霧台小 河村　真吾
監　事 小松市 坂本　啓太

白山市 久木　恵美
教員理事 県校長会 紫錦台中 神農　幸子
理　事 加賀市 橋立中 照田　浩二

小松市 安宅中 田村　義彦
能美市 寺井中 川嶋　　猛

市町P連 所属ＰＴＡ 名　　前
理　事 川北町 川北小 池田　虎三

白山市 美川小 北嶋　将光
野々市市 布水中 山岸　敬広
金沢市 大徳中 相羽　大輔
内灘町 内灘中 中居　憲吾
津幡町 津幡中 中村　晴美
かほく市 河北台中 遠田　大輔
宝達志水町 相見小 中村伸之介
志賀町 富来中 谷内山　誠
羽咋市 邑知中 清水　研吾
中能登町 中能登中 大橋　舞子
七尾市 七尾中 高木　伸安
穴水町 穴水中 中川　美里
能登町 小木小 北野　浩志
輪島市 輪島中 山田　忠和
珠洲市 宝立小中 谷中　勝久

事務局 県Ｐ連 事務局長 辻　　和久
〃 事務局員 佐藤美津子

第72回日本PTA全国研究大会
川崎大会

　令和６年８月23日（金）、24日（土）の両日、神
奈川県川崎市の川崎市とどろきアリーナで全体会（24
日）、分科会（23日）が開催されます。
　大会スローガンは「ウェルビーイングの実現を、川
崎の地から　～活かそう 「縁」の力～」となっています。
令和７年度開催予定の石川大会に向けて、分科会での
協議内容や、大会の運営方法など、大いに学びたいと
考えております。

第80回日本PTA東海北陸ブロック研究大会
愛知大会

　東陸ブロック愛知大会は10月25日（金）、26日（土）
の両日、愛知県名古屋市、江南市で開催されます。「誇
りを胸に　笑顔を繋ぐ　心の輪　～輝く未来であるた
めに～」を大会テーマとしています。石川県からは、
能登町立能都中学校PTAが、第３分科会・学校支援
Aの分科会で発表することになっています。

石川県
ＰＴＡ連合会
ホームページに
アクセス！

第71回 石川県ＰＴＡ大会
1主催　石川県ＰＴＡ連合会
　共催　石川県教育委員会
2期日　令和 6年 11月 30日（土）13：30～ 16：30
3会場　石川県地場産業センター
4主題　「�大人が自ら学び、行動することで、�

子どもたちを取り巻く環境の変化に�
対応しよう！」

5内容
　◇開会式　　　◇表彰式
　◇研修会

　記念講演　（90分）
　　講　師　（未定）
　　演　題　ただ今、講師依頼を進めています

、 柔らかいのに
痛くない

ご購入は
こちら↓ 製造元：株式会社リード

販　売：かなざわカタニ

ほっと安心帽 ®

紅白帽SG
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熱中症
対策

クッション対遮熱

通気構造で特許

◀

◀
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リバーシブルで
赤白どちらにも
ご使用いただけます。


